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【年通号数】公開・登録公報2019-040
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【国際特許分類】
   Ｆ１６Ｈ   1/14     (2006.01)
   Ｆ１６Ｈ  57/038    (2012.01)
   Ｆ１６Ｈ  57/029    (2012.01)
   Ｂ２５Ｊ  17/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１６Ｈ    1/14     　　　　
   Ｆ１６Ｈ   57/038    　　　　
   Ｆ１６Ｈ   57/029    　　　　
   Ｂ２５Ｊ   17/00     　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】令和3年2月8日(2021.2.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　中空の入力軸を有する第１減速部と、
　前記入力軸に固定される第１ギア、及び前記第１ギアと噛み合い前記入力軸の軸線と直
交する第２ギアからなる第２減速部と、
　前記第２減速部を内蔵する筐体と、
　前記筐体に固定され、前記入力軸及び前記第１ギアを同軸で貫通する筒状部材と、
　前記第１減速部の出力部に配置されるオイルシールと、
を備える直交軸減速機であって、
　前記筒状部材は、前記第１減速部または前記第１ギアを軸支せず、前記筐体に片持ちで
固定されており、
　前記筒状部材は、前記筐体に固定される固定部と、前記固定部とは反対側に形成された
本体部とを含み、
　前記本体部には前記オイルシールのリップのみが当接し、軸受は配置されていない
　ことを特徴とする直交軸減速機。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　この目的を達成するために、請求項１記載の直交軸減速機は、中空の入力軸を有する第
１減速部と、前記入力軸に固定される第１ギア、及び前記第１ギアと噛み合い前記入力軸
の軸線と直交する第２ギアからなる第２減速部と、前記第２減速部を内蔵する筐体と、前
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記筐体に固定され、前記入力軸及び前記第１ギアを同軸で貫通する筒状部材と、前記第１
減速部の出力部に配置されるオイルシールと、を備える直交軸減速機であって、前記筒状
部材は、前記第１減速部または前記第１ギアを軸支せず、前記筐体に片持ちで固定されて
おり、前記筒状部材は、前記筐体に固定される固定部と、前記固定部とは反対側に形成さ
れた本体部とを含み、前記本体部には前記オイルシールのリップのみが当接し、軸受は配
置されていないことを特徴とするものである。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　ケーシング１２の内側には、２個のボールベアリング２１，２１を介して、中空筒状の
入力軸１４ａが、内歯歯車１１の軸線と同軸で、第１キャリア部材１３ａ及び第２キャリ
ア部材１３ｂに回転可能に軸支されている。入力軸１４ａにおいて、ボールベアリング２
１，２１の間には、外径及び偏心量δ１が互いに等しく、偏心方向が互いに１８０度異な
る位相となる一対の偏心部２２，２２が隣接して形成されている。各偏心部２２，２２に
は、全周に亘って配設される横断面円形状の複数のころ２３，２３・・からなるニードル
ベアリング２４が設けられて、ニードルベアリング２４を介して、外歯歯車１０，１０が
それぞれ回転可能に外装されている。入力軸１４ａにおける軸方向の入力側の端面には、
複数のボルト孔が形成されている。入力軸１４ａにおける軸方向の出力側の端面位置は、
出力側のボールベアリング２１における出力側の端面位置と、略同一の位置になっている
。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　ここで、入力軸１４ａを支持するボールベアリング２１，２１には、第２減速部２のベ
ベルギア４１及びベベルピニオン４２により入力軸の軸線Ｏ１に垂直方向の荷重（ラジア
ル荷重）が掛かるが、ボールベアリング２１，２１とベベルギア４１との距離を短くする
ことで、当該ラジアル荷重を低減させることができる。上記形態では、筒状部材４が入力
軸１４ａまたはベベルギア４１を軸支しないため、ボールベアリング２１，２１とベベル
ギア４１との距離を短くすることができる。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
　第２アーム２０４を回転するモータの電源コードＡは固定台２０１の第１開口２０１ａ
、第１筐体側開口２０２ａを経由して筒状部材４Ａの中空部を通過しモータに至る。把持
部を回転するモータの電源コードＡは固定台２０１から筒状部材４Ａの中空部を通過した
後、第１アーム２０３内に収納した直交軸減速機の筒状部材の中空部を通過してモータに
至る。
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